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監査の種類  

地方自治法第１９９条第４項並びに宇治田原町監査基準第２条第１

項に基づく定期監査  

 

１．不納欠損  

○  監査等を実施した監査委員  

    宇治田原町監査委員   本多  八朗  

        〃      原田  周一  

 

○  監査等の概要  

  （１）監査の実施日  

     令和３年７月２６日（月）  

 

  （２）監査の場所  

     宇治田原町役場  ２階  会議室２０２  

 

 （３）監査対象  

「一般会計、各特別会計及び企業会計不納欠損」  

 

  （４）監査の視点  

・監査等の適用基準  

 試査・・・対象事項の一部を抽出し全体の適否を判断する  

各会計の不納欠損の生じている事象の１～２つを監

査し、全体において適正に事務が執行されているか

を確かめる。  

照合・・・不納欠損処分書、不納欠損処理に至るまでの関係書

類の記録を相互に突き合わせ、記録、金額、処分な

どの正否を確かめる。  

 

 ２．随意契約（プロポーザル）事務・指名競争入札契約事務   

○  監査等を実施した監査委員  

    宇治田原町監査委員   本多  八朗  

    〃      原田  周一  

○  監査等の概要  

 （１）監査の実施日  

     令和３年１１月２６日（金）  

 

（２）監査の場所  

     宇治田原町役場  ２階  会議室２０２  
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 （３）監査対象  

〇随意契約（プロポーザル）事務  

「デジタル防災行政無線（移動系）整備事業」  

    〇指名競争入札契約事務  

「奥山田化石広場地先ブロック設置工事」  

 

 （４）監査の視点  

    ・監査等の適用基準  

      試査・・・対象事項の一部を抽出し全体の適否を判断する。  

           随意契約（プロポーザル）事務「デジタル防災行政

無線（移動系）整備事業」及び、指名競争札契約事

務「奥山田化石広場地先ブロック設置工事」を監査

することにより、宇治田原町の契約事務執行の適正

性を監査する。  

 

      照合・・・入札等実施までの契約事務にかかる手続きに関する

書類及び、業者選定理由、契約書、当該契約に係る

関係書類などの記録を相互に突き合わせ、記録、金

額などの正否を確かめる。  

 

監査等の結果  

  １．不納欠損  

「不納欠損」について、定期監査を行ったところ、不納欠損処分に

至るまでの処理等は適正に執行、記録されており、不納欠損処分書等

関係書も適正に記載、保管している状況である。全体として適正な執

行であると認められる。  

税及び保険料、各種使用料などの滞納については、同一世帯が複数

種に関し滞納している状況が見受けられる。期限内に税等の納付を行

っている大多数の住民との間の公平性を確保する観点から、各家庭の

状況を十分把握し、滞納者との折衝は毅然とした対応により、継続し

滞納整理を進めるとともに、新たな滞納を発生させないよう様々なア

プローチによりきめ細かな個別ケース対応等、更に努力されることを

望むものである。  

 

 ２．随意契約事務・指名競争入札契約事務  

    「デジタル防災行政無線（移動系）整備事業」及び、「奥山田化石

広場地先ブロック設置工事」の契約事務について定期監査を行ったと

ころ、契約事務は適正に執行されており、契約書、関係書類について

も適正に記録・保管している状況である。全体として適正な執行であ

ると認められる。  

    入札や契約に関する手続きの透明性の確保は町の施策を行う上で
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必要不可欠である。プロポーザル方式の随意契約に関しては、金額だ

けでは評価し得ない事業に適しているが、その公平性を期すために審

査の評価基準及び評価結果についての説明が求められる。今後におい

ても常に透明性を保持し、住民が税等の使途として納得できるよう、

開示可能な情報を適時開示することが求められる。入札や契約に係る

制度や手続きが適切であるか、常に検証し公正かつ適正な契約事務の

執行に努められたい。  

 


